
 

 

 

 

那覇市立石嶺中学校 

 

令和６年度 家庭分野年間指導計画 

 

 

1学年 

 

 

 

 

 

 



 

令和６ 年度 家庭分野年間指導計画 
【1年 年間指導計画 35時間】 

ガイダンス・意思決定のプロセス・・・・・・２時間 

３編 私たちの成長と家族・地域・・・・・・・ 4時間 

１編 私たちの食生活・・・・・・・・・・・・1６時間 

２編 私たちの衣生活・・・・・・・・・・・・13時間 

テスト解答・・・・・・・・・・・・・・・0.5時間 
内 

容 

項 

目 

月 時

数 

指導事項 指

導 

要

領 

指導内容 評価基準 

評価方法 

知 思 態 評価基準 指導上の留意点 キ

ャ

リ

ア 

Ａ（十分満足） Ｂ（おおむね満足） 

 

 

 

 

 

 

４

編 

 

 

 

 

 

１ 

・ 

2 

章 

 

４ 

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

１ 

 

ガイダンス 

 

 

 

 

 

意思決定のプロセス 

 

 

 

 

 

 

 

C 

（２） 

 

・小学校での学習内容を振

り返らせ，３年間の学習の

見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

小学校の学習を振

り返り、三年間の見

通しを持って学習に

取り組もうとしてい

る・ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 〇 小学校の学習を振り

返ることができ，関心

をもって意欲的に学

習に取り組もうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

学習内容に関心をもち，

これからの学習に取りくも

うとしている。   

 

 

 

 

 

小学校の学習を踏

まえ，中学校での学

習内容を知らせる。 

 

 

 

 

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ 

３

編

私

た

ち

の

成

長

と

家

2 

章 

幼

児

の

生

活

と

家

族 

１ ①幼い頃を振り返ろう 

 

 

A 

（１） 

生まれてから今までの自分

の成長を振り返らせる。 

・幼い頃の周囲の人

との関わりに気づくこ

とができる。 

  〇 生まれてから今までの

自分の成長を振り返

り，周囲の人との関わ

りに気づくことができ

る。 

生まれてから今までの自

分の成長を振り返ることが

できる。 

 自

己

理

解 



族 

・

地

域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

章 

家

族 

・

家

庭

と

地

域 

 

 

３ 

章 

こ

れ

か

ら

の

私

と

家

族 

５ 

月 

 

３ 

 

 

 

 

②中学生としての自立

を考えよう 

 

 

①家庭や家族の機能

について考えよう 

 

③家庭生活と地域との

関わりを考えよう 

 

 

 

①中学生にとっての家

族について考えよう 

 

 

 

 

 

 

A 

（１） 

 

  

A 

（１） 

 

 

 

 

 

 

A 

（３） 

 

 

・自分と家族との生活を振

り返り、中学生としての自立

について考えさせる。 

 

・家庭や家族の基本的な

機能について考えさせる。 
 

・地域の活動などを調べ自

分 

や家族がどのように関わっ

ているか、考えさせる。 

 

 

・家族との関わりや、これか

らの自分の家庭生活につ

いて考えさせる。 

・家族関係をよりよくする方

法を考えさせる。 

 

家庭の基本的な機

能を理解し、家庭や

家族の大切さにつ

いて考える事ができ

る。 

・ノート 

 

 

 

 

 

 

家族の理解と協力

によって家庭生活

が営まれていること

を考える事ができ

る。 

・ノート 

・ワークシート  

・行動観察 

〇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

家庭や家族の基本的

な機能について十分

理解している。 
中学生としての自分

や家族の生活に関心

を持ち、家族の一員と

して積極的に生活を

よりよくしようとしてい

る。 
 

 

 

 

家族との関わりや、こ

れからの自分の生活

に関心を持ち、積極

的に実践しようとして

いる。 
家族関係をよりよくす

る方法を積極的に考

え、工夫している。 
 

家庭や家族の機能につい

て理解している。 
中学生としての自分や家

族の生活に関心を持ち、

家族の一員として生活を

よりよくしようとしている。 
 

 

 

 

 

 
家族との関わりや、これか

らの自分の生活に関心を

持ち、実践しようとしてい

る。 
家族関係をよりよくしていく

ために考えようとしている。 

家庭や家族の基本

的な機能として、子

どもを育てる機能や

心の安らぎなどの精

神的な機能がある

ことを取り上げ、それ

らは衣食住などの生

活の営みによって支

えられていることに

気づかせる。 

 

家族の互いの立場

や役割を理解し、協

力して家族関係をよ

りよくすることが大切

であることに気づか

せる。 

 

 

 

人

間

関

係

形

成 

1

編 

私

た

ち

の

食

生

活 

 

 

 

 

 

 

1

編 

１ 

章 

食 

生 

活 

と 

栄 

養 

 

 

 

 

 

 

１ 

章 

食 

 

 

 

 

 

 

 

６

月 

４ ①食事の役割について

考えよう 

 

 

 

 

 

②食生活の課題を見

つけよう 

 

 

 

 

 

Ｂ 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健康を考えた食生活と食

事の役割について考えさ

せる。 

自分の食生活に関

心を持ち、健康によ

い食習慣について

考え、日常で実践し

ようとしている。 

・ノート 

  〇 自分の食生活に関心

を持ち、健康によい食

習慣について具体的

な改善策を考え、日

常で実践しようとして

いる。 

自分の食生活に関心を持

ち、健康によい食習慣に

ついて考え、日常で実践

しようとしている。 

食生活調べや話し

合い活動を通して、

食生活について考

えることができるよう

にする。 

 

自分の食生活を点

検させ、問題点を発

見することができる。 

・ノート 

 〇  自分の食生活の課題

を発見し、健康によい

食習慣と、その解決

方法について考え、工

夫している。 

自分の食生活の課題を

発見し、健康によい食習

慣などについて考え、工

夫している。 

自分の食生活につ

いて振り返らせる。 

自

己

理

解 



私

た

ち

の

食

生

活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

1

編 

私

た

ち

の

食

生

活 

 

生 

活 

と 

栄 

養 

 

 

 

 

 

 

③栄養素の種類と働き

を知ろう 

 

 

 

 

 

④中学生に必要な栄

養について考えよう 

 

 

 

食事の役割や健康

によい食習慣の重

要性について理解し

ている。 

・ノート 

・ワークシート 

〇   食事の役割や健康に

よい食習慣の重要性

について理解してい

る。 

食事の役割や健康によい

食習慣について理解して

いる。 

  

Ｂ 

(1) 

 

・食品に含まれる栄養素の

種類とはたらきを理解さ

せる。 

 

 

 

 

中学生に必要な栄

養の特徴について

関心を持ち、自分の

食事と関わらせて考

えようとしている。 

・ノート 

・ワークシート 

  〇 中学生に必要な栄養

の特徴について年代

の違いや男女の違い

に関心を持ち、自分

の食事と関わらせて

考えようとしている。 

 

中学生に必要な栄養の

特徴について関心を持

ち、自分の食事と関わら

せて考えようとしている。 

 

 

 

体内での水のはたら

きについても考えさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

・中学生の時期に必要な

栄養の特徴と食事摂取

基準について考えさせ

る。 

栄養素の種類とは

たらきや中学生に必

要な栄養の特徴に

ついて理解してい

る。 

・ノート 

・ワークシート 

・テスト 

〇   消化吸収と関連させ

て栄養素の種類とは

たらきについて理解し

ている。 

 

栄養素の種類とはたらき

について理解している。 

 

食事摂取基準につ

いて資料等を用い

て、理解できるよう

に説明する。 

 

〇   食事摂取基準につい

て理解し、おおよその

数量が言える。 

 

食事摂取基準について理

解している。 

栄養的特質と６つの

食品群の関係を理

解させるようにす

る。 

 

 

 

 
２

章 

献

立

作

７

月 

４ ①食品に含まれる栄養素

を調べよう 

 

 

 

 

Ｂ 

(2) 

 

 

・食品成分表を使い，身近

な食品の栄養的な特徴を

調べる。 

・食品の可食部 100ｇと１

回に食べやすい量に含ま

・食品成分表を用い

て調べることが出来

る。（関）  

・ノート 

  〇 ・食品成分表を使い、

身近な食品の栄養的

な特徴を意欲的に調

べている。 

・食品成分表を使い、身

近な食品の栄養的な特

徴を調べている。 

 

・食品に含まれる栄

養素から食品名を

当てるクイズを出題

するなど，食品の栄

養的特質について

関心を持たせる。 

 



り 

と

食

品

の

選

択 

 

 

れるカルシウムの量の違い

を把握する。 

 

・食品群や食品群

別摂取量の目安に

ついて理解してい

る。（知） 

・ノート 

・ペーパーテスト 

〇   ・食品に含まれる栄養

素は食品によって違

いがあり、可食部 100

ｇ辺りの数値であるこ

とを理解し、食品の組

み合わせを考えること

ができる。 

・ 

・食品に含まれる栄養素

は食品によって違いがあ

り、可食部 100ｇ辺りの数

値であることを理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１回に食べやすい

食品に含まれるカ

ルシウムの量を知ら

せることにより，いろ

いろな食品を組み

合わせて食べる必

要性があることを実

感させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

編 

私

た

ち

の

食

生

活 

 

 

 

 

 

 

 
2

章 

献

立

作

り 

と

食

品

７

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②何をどのくらい食べれば

よいか考えよう 

Ｂ

(2) 

 

 

 

・身近な食品を栄養的な

特徴により６つの食品群に

分類する。 

・食品群別摂取量の目安と

１日に必要な食品の種類と

概量を知る。 

 

・食品群や食品群

別摂取量の目安に

ついて理解してい

る。（知） 

・ノート 

・ペーパーテスト 

〇   身近な食品を６つの

食品群に分類する方

法について理解し、分

類することができる。 

身近な食品を６つの食品

群に分類する方法につい

て理解し、おおむね分類

することができる。 

 

・食品群の分類につ

いては，栄養素の体

内での主な３つの働

きとの系統性を考慮

して扱う。 

・実際に，献立に使

われている食品を

用意し，それらを食

品群に分類したり， 

計量したりする活動

を通して，１日に必

要な食品の概量を

実感させる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1

編 

私

た

ち

の

食

生

活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の

選

択 

 

 

 

 

 

 

 

2

章 

献

立

作

り 

と

食

品

の

選

択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・食品の栄養的特

質や中学生の１日

に必要な食品の種

類と概量に関心を

持ち，食品について

調べたり，計量したり

しようとしている。

（関） 

・ノート 

・ワークシート 

  〇 1日に必要な食品の

種類と概量について

関心を持ち、意欲的

に調べている。 

1日に必要な食品の種類

と概量について関心を持

ち、調べようとしている。 

 

・中学生の１日に必

要な食品の種類と

概量について理解し

ている。（知） 

・ノート 

・ワークシート 

〇   中学生の一日に必要

な食品の具体的な種

類と概量をあげること

ができる。 

中学生の一日に必要な

食品の具体的な種類と概

量ついて理解している。 

 

③バランスの良い食事に

ついて考えよう 

Ｂ

(2) 

 

・中学生に必要な栄養を

満たす１日分の献立を考え

る。 

・中学生に必要な

栄養を満たす１日

分の献立の立て方

について理解してい

る。（知） 

・ノート 

・ワークシート 

〇   中学生に必要な栄養

を満たす 1日分の献

立の立て方と栄養以

外の要素（嗜好・費

用・調理時間・季節）

などについて理解して

いる。 

中学生に必要な栄養を満

たす 1日分の献立の立て

方について理解している。 

・小学校での学習を

振り返り，１食分の

献立の例などを挙

げさせるようにする。 

・主に栄養素を考え

た食品の組み合わ

せを中心に献立を

考えるよう指導す

る。 

・献立を考える際に

は，嗜好，費用，調

理時間，季節など

の点からも検討する

必要があることも伝

える。 

 

・中学生の１日分の

献立について課題

を見つけ，必要な栄

養を満たすために

料理や食品の組み

合わせについて考

え，工夫している。

（関）（工） 

・ノート 

・ワークシート 

 〇 〇 中学生の１日分の献

立について課題を見

つけ、必要な栄養量

を満たすために、嗜

好・費用・調理時間・

季節なども考慮して工

夫している。 

中学生の１日分の献立に

ついて課題を見つけ、必

要な栄養量を満たすため

に工夫している。 

課

題

対

応 

３

章 

調

理

と

食

８ 

月 

 

 

 

 

６ ①日常食の調理をしよう Ｂ

(3) 

 

・献立を決め，食品の調理

上の性質を生かした調

理の要点をまとめる。 

・調理に必要な手順や時

間を考え，調理計画を

工夫する。 

・食品の調理上の

性質について理解し

ている。（知） 

・計画表 

〇   食品の調理上の性質

を理解し、調理の目

的にあった加熱方法

を説明できる。 

食品の調理上の性質につ

いて理解している。 

・肉や魚，野菜を用

いた献立を考え，

調理上の性質を

生かした調理方

法を工夫するよう

に助言する。 

 



 

 

 
1

編 

私

た

ち

の

食

生

活 

 

文

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

章 

調

理

と

食

文

化 

 

 

 

 

 

8

月 

・調理実習の準備をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・安全と衛生に気をつけて

調理をする。 

・試食をする。 

・後かたづけをする。 

・食品や調理用具

の安全と衛生に留

意した取り扱い方に

ついて理解してい

る。（知） 

・計画表 

・ワークシート 

   加熱調理と調味の要

点料理にあった材料

の大きさや切り方につ

いて理解している。 

加熱調理と調味の要点に

ついて理解している。 

・調理の手順につい

て，安全で能率

的な方法を考え

させる。 

・調理の用途に応じ

た食品の選択を

工夫させる。 

 

 

・基礎的な日常食

の調理について，調

理に必要な手順や

時間を考えて計画

したり，食品の調理

上の性質を生かし

た調理を工夫したり

している。（工） 

・計画表 

・ワークシート 

 〇  基礎的な日常食の調

理について環境への

影響に配慮しながら

調理に必要な手順や

時間を考えて計画し、

食品の調理上の性質

を生かした調理を工

夫している。 

基礎的な日常食の調理

について調理に必要な手

順や時間を考えて計画

し、食品の調理上の性質

を生かした調理を工夫し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・調理の目的や食

材に合った基本

的な調理操作を

習得できるように

する。 

・環境へ配慮した調

理や後かたづけ

ができるように助

言する。 

・反省を，次回に生

かすようにする。 

 

 

・食品や調理用具

等の安全と衛生に

配慮し，調理実習で

実践しようとしてい

る。（関） 

・行動観察 

  〇 調理用具を正しく，安

全に配慮して使用す

ることができる。 

調理用具を正しく，使用

することができる。 

 

・調理の目的や食

材に合った基本的

な調理操作ができ

る。（技） 

・安全と衛生に留意

し，食品や調理用

具等の適切な管理

ができる。（技） 

・行動観察 

・自己評価表 

〇   安全と衛生に留意し

ながら、調理の目的

や食材にあった適切

な調理ができる。 

  



・調理実習の反省をし，評

価をする。 

  

 

 

 

 

 

９ 

月 

２ 肉、魚、野菜の調理を工

夫しよう 

 

Ｂ

(3) 

 

・肉、魚、野菜の調理上の

性質を知る。 

 

・肉、魚、野菜の調

理上の性質につい

て理解している。

（知） 

・ノート 

〇   ・肉、魚、野菜の調理

上の性質について理

解し、具体的な説明

ができる。 

・肉、魚、野菜の調理上

の性質について理解して

いる。 

・魚の性質や調理

方法を理解でき

ない場合は，図

や写真などを活

用して理解させ

る。 

 

 

   0.5 テスト解答           

 

 

 

2

編 

私

た

ち

の

衣

生

活

と

住

生

活 

 

 

 

 

 

 

１

章 

衣

生

活 

と

自

立 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

月 

４ 衣生活と自立 

⑤衣服の手入れをしよ

う 

・衣服の手入れの必要

性 

 

 

 

 

 

 

・繊維の種類に応じた

手入れ 

 

 

 

 

 

 

・洗濯機を用いた洗濯 

 

・アイロンかけ 

 

・ 

 

B

（４） 

 

 

 

 

 

 

・衣服の洗濯や補修などの

手入れの必要性を理解

し，衣服の材料や状態に応

じた手入れの方法を理解さ

せる。 

 

 

 

 

・布の性質を理解させる、

それに応じた手入れ法を

考え 

させる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

衣服につく汚れや 
しみの種類と性質 
について理解でき 
る。・ノート 
・ワークシート 
・ペーパーテスト 

 

 

布の性質を理解さ

せる、それに応じ 
た手入れ法を理解

している。 
・ノート 
・ワークシート 
・ペーパーテスト 

 

衣服材料に適した 
手入れや洗濯の必 
要性を理解できる。 
・ノート 
・ワークシート 
・ペーパーテスト 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

  

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

衣服につく汚れやし

みの種類と性質が

いえる。 

 
 

 

 

 

繊維の特徴、布の種

類と特性について例を

あげて説明できる。 

 

 
 

 

 

衣服の布地に適した

手入れの方法のしか

たがいえる。 
 

 

 

 

 

衣服につく汚れやしみ

の種類がいえる。 

 

 
 

 

 

 

繊維の特徴、布の種類と

特性について説明でき

る。 
 

 

 

 

 

衣服の手入れや洗濯の

方法がいえる。 

 

 

 

 

 

実験などを行い具

体的な体験活動を

通してしみの種類と

布の性質を理解さ

せる。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

衣服の手入れや洗

濯にはいろいろな方

法があることに気づ

かせる。 

 

 



３

章 

 

生 

活 

を 

豊 

か 

に 

す 

る 

た 

め 

に 

10 

月 

 

 

 

 

 

 

 

９ ①生活を豊かにするた

めの工夫をしよう 

 

・自分や家族の生活を

豊かにする工夫 

 

 

 

 

・布を用いた物の製作 

 

B 

(５) 

 

・自分や家族の生活を豊

かにするもの考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

布を用いた物の製

作に関心を持って

取り組み、生活を豊

かにしようとしてい

る。 

・行動観察 

  〇 布を用いた物の製作

に意欲的に取り組み、

生活を豊かにしようと

している。 

布を用いた物の製作に関

心を持って取り組んでい

る。 

自分や家族の生活

を豊かにする工夫に

は色々な方法があ

ることに気づかせ

る。 

 

自分や家族の生活 

を豊かにする方法 

について工夫して 

いる。  

・ノート 

 〇  生活を豊かにする方

法を進んで計画し、工

夫している。 

生活を豊かにする方法を

考え、工夫している。 

人

間

関

係

形

成 

・布を用いた物の製作を通

して、生活を豊かにする

ための工夫ができる。 

布を用いた物の製 

製作に関する知識 

を身につけている 

・ペーパーテスト 

〇   縫い方・用具の安全

な取り扱い方を３つ以

上理解している。 

縫い方・用具の安全な取

り扱い方がわかる。 

完成後に使用でき

るような衣服、小物

を製作することによ

って、自分や家族が

豊かになるようなも

のを考えさせる。 

 

衣服や小物などの 

製作ができる。 

・計画表 ・作品 

・自己評価表 

・ペーパーテスト 

〇   製作手順や用具の扱

い方を理解し、衣服や

小物の製作ができる。 

衣服や小物の製作ができ

る。 

 

 


